
〔
一
審
判
決
〕

平
成
一
三
年
一
月
一
六
日

浦
和
地
裁
越
谷
支
部

(請
求
認
容
)

〔二
審
判
決
〕

平
成
一
三
年
一
〇
月
三
〇
日

東
京
高
裁

(請
求
棄
却
)

〔上
告
審
判
決
〕

平
成
一
八
年
二
月
二
一
日

最
高
裁
第
三
小
法
廷

(原
判
決
破
棄

(東
京
高
等
裁
判
所
に
差
し
戻
し
)

は
じ
め
に

本
件
は
、
道
路
を
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
た
め
に
管

理
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
が
当
該
道
路
を
構
成
す
る
敷

地
に
つ
い
て
占
有
権
を
有
す
る
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
、
最
高
裁
が
判
断
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

｢占
有
権
｣
と
は
、
自
己
の
た
め
に
す
る
意
思
を
も
っ

て
物
を
所
持
す
る
こ
と

(占
有
)
に
よ
っ
て
取
得
す
る
一

種
の
物
件
で
あ
る

(民
法
第
百
八
十
条
)
。
占
有
権
は

様
々
な
効
力
を
有
す
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
占
有
物

に
対
す
る
妨
害
の
排
除
･
予
防
等
を
請
求
す
る
権
利

(占

有
訴
権
)
が
認
め
ら
れ
て
い
る

(同
法
第
百
九
十
七
条
~

二
百
二
条
)。

道
路
法
に
お
い
て
は
、
道
路
に
関
し
交
通
に
支
障
を
及

ぼ
す
虞
の
あ
る
行
為
を
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
お
り

(第
四

十
三
条
第
二
号
)、
こ
れ
に
違
反
し
て
い
る
者
に
対
し
て

は
当
該
行
為
の
中
止
等
を
命
ず
る

(第
七
十
一
条

"監
督

処
分
)
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
本
手
段
に
よ
る
た
め
に

は
、
実
際
に
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
行
為
が
発

生
し
、
継
続
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
交
通

に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
行
為
が
短
時
間
で
繰
り
返
し

行
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
上
記
手
段
で
は
限

界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
妨
害
の
予
防
を
請
求

す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
場
合
が
考
え

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
件
は
、
地
方
公
共
団
体
が
、
道
路
を

一
般
交
通
の

用
に
供
す
る
た
め
に
管
理
し
て
お
り
、
そ
の
管
理
の
内

容
、
態
様
に
よ
れ
ば
、
社
会
通
念
上
、
当
該
道
路
が
道

路
管
理
者
の
事
実
的
支
配
に
属
す
る
も
の
と
い
う
べ
き

客
観
的
関
係
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該

地
方
公
共
団
体
は
、
道
路
法
上
の
道
路
管
理
権
を
有
す

る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
道
路
を
構
成
す
る
敷

地
に
つ
い
て
占
有
権
を
有
す
る
、
と
判
示
し
た
も
の
で

あ
り
、
前
述
し
た
背
景
か
ら
意
義
を
有
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

以
下
、
判
決
を
紹
介
す
る
。

1

事
案
の
概
要

本
件
は
、
上
告
人

(越
谷
市
)
が
、
道
路
法
所
定
の

道
蹄
を
一
嬢
焚
週
の
周
に
供
す
る
た
め
に
管
理
し
て
い
る

地
方
公
共
団
体
が
当
該
道
路
を
構
戚
す
る
贓
地
に
つ
い
て

占
有
権
を
有
す
る
と
さ
れ
た
事
例

ー
埼
玉
県
越
谷
市

占
有
権
に
基
づ
く
妨
害
予
防
請
求
事
件
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

青
柳

敬
直

≧首冬〒セ 2nn77 33



道
路
管
理
者

(以
下

｢道
路
管
理
者
｣
と
い
う
。
)
と
し

し
、
そ
の
供
用
を
開
始
し
た
。

て
、
原
判
決
別
紙
物
件
目
録
記
載
の
土
地
全
体

(以
下

そ
の
後
、
旧
憤
各
法

昭

｢本
件
道
路
敷
｣
と
い
う
。)
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
道
路

(以
下

｢本
件
道
路
｣
と
い
う
。)
を
現
に
管
理
し
て
い
る

か
ら
、本
件
道
路
敷
に
つ
い
て
占
有
権
を
有
す
る
と
こ
ろ
、

被
上
告
人

(Y
)
ら
が
上
告
人
の
占
有
を
妨
害
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
し
て
、
被
上
告
入
ら
に
対
し
、
本
件
道
路
敷

に
つ
い
て
、
民
法
百
九
十
九
条
に
基
づ
き
、
占
有
の
妨
害

の
予
防
を
求
め
る
事
案
で
あ
る
。

2

事
実
関
係
の
概
要

上
告
人
の
主
張
す
る
事
実
関
係
の
概
要
等
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

①
本
件
道
路
の
現
況
は
、
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
の
北

越
谷
駅
東
口
か
ら
県
道
大
野
島
越
谷
線
に
通
じ
る
幅

員
七
･
二
0
m
、
延
長
四
七
･
八
O
m
の
越
谷
市
道

で
あ
り
、
同
駅
前
を
発
着
場
所
と
す
る
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
や
電
車
の
乗
降
客
等
が
往
来
す
る
終
日
交
通
量

の
多
い
道
路
で
あ
る
o

原
判
決
別
紙
物
件
目
録
1
及
び
2
記
載
の
土
地

(以
下

｢本
件
各
土
地
｣
と
い
う
。)
は
、
本
件
道
路

敷
の
一
部
で
あ
る
。

②
国
は
、
明
治
三
三
年
初
め
こ
ろ
、
前
所
有
者
で
あ

る
A
か
ら
本
件
各
土
地
の
寄
附
を
受
け
て
そ
の
所
有

権
を
取
得
し
、
そ
の
こ
ろ
、
本
件
各
土
地
を
含
む
本

件
道
路
敷
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
本
件
道
路
を
開
設

そ
の
後
、
旧
道
路
法

(昭
和
二
七
年
法
律
第
百
八

十
一
号
に
よ
る
廃
止
前
の
も
の
)
の
下
に
お
い
て
は
、

埼
玉
県
知
事
が
国
の
機
関
と
し
て
本
件
道
路
を
県
道

と
し
て
管
理
し
、
道
路
法
が
昭
和
二
七
年
一
二
月
五

日
に
施
行
さ
れ
た
後
、
昭
和
四
二
年
二
月
ま
で
は
、

埼
玉
県
が
、
国
か
ら
本
件
道
路
敷
の
無
償
貸
付
け
を

受
け
、
道
路
管
理
者
と
し
て
、
本
件
道
路
を
県
道
と

し
て
管
理
し
て
き
た
が
、
同
年
三
月
以
降
は
、
上
告

人
が
、国
か
ら
本
件
道
路
敷
の
無
償
貸
付
け
を
受
け
、

道
路
管
理
者
と
し
て
、
本
件
道
路
を
市
道
と
し
て
管

理
し
て
い
る
。

③
上
告
人
は
、
昭
和
四
二
年
三
月
以
降
、
道
路
管
理

者
と
し
て
、
本
件
道
路
を
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る

た
め
、
本
件
道
路
に
つ
い
て
、

②

道
路
法
二
十
八
条
に
基
づ
き
、
道
路
台
帳
の
調

製
及
び
保
管
を
行
い
、

③

同
法
四
十
二
条
に
基
づ
き
、
昭
和
四
五
年
に
は

道
路
舗
装
補
修
工
事
を
、
昭
和
五
一
年
に
は
道
路

補
修
工
事
を
、
昭
和
六
三
年
に
は
道
路
舗
装
工
事

を
行
う
な
ど
、
本
件
道
路
を
常
時
良
好
な
状
態
に

保
つ
た
め
に
必
要
な
維
持
、
修
繕
を
行
い
、

④

同
法
第
三
章
第
三
節
に
基
づ
き
、
電
線
、
電
話

線
、
水
道
管
等
の
架
設
、
埋
設
工
事
の
た
め
本
件

道
路
を
継
続
し
て
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に

は
、
道
路
の
古
用
の
許
可
を
与
え
、

⑤

同
法
七
十
一
条
に
基
づ
き
、
被
上
告
入
ら
が
本

件
道
路
に
つ
い
て
後
記
◎
の
交
通
妨
害
行
為
を
行

う
都
度
、
監
督
処
分
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
な

お
原
状
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に

は
、
行
政
代
執
行
法
に
基
づ
く
代
執
行
を
す
る
な

ど
、
本
件
道
路
の
管
理
、
占
有
を
し
て
い
る
。

⑥
国
は
、
本
件
各
土
地
の
寄
附
を
受
け
た
後
も
、
所

有
権
移
転
登
記
手
続
を
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
本

件
各
土
地
の
登
記
名
義
は
A
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
、
平
成
四
年
一
〇
月
一
日
、
被
上
告
人
Y
1
は
原

判
決
別
紙
物
件
目
録
1
記
載
の
土
地
に
つ
い
て
、
同

Y
2
は
同
目
録
2
記
載
の
土
地
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
同
日
売
買
を
原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
登
記
を
受

け
た
。

そ
の
後
、
被
上
告
入
ら
は
、
同
月
一
五
日
こ
ろ
か

ら
、
本
件
各
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
旨
主
張
し
て
、

上
告
人
に
対
し
、
本
件
各
土
地
を
時
価
で
買
い
取
る

か
、
そ
の
代
替
地
を
提
供
す
る
よ
う
執
よ
う
に
要
求

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
上
告
人
が
、

本
件
各
土
地
は
国
の
所
有
で
あ
り
、
被
上
告
入
ら
の

要
求
に
応
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
こ
れ
を

拒
否
し
た
と
こ
ろ
、
被
上
告
入
ら
は
、
上
告
人
が
何

ら
の
権
原
も
な
く
被
上
告
入
ら
の
所
有
す
る
本
件
各

土
地
を
使
用
し
て
い
る
な
ど
と
主
張
し
て
、
平
成
五

年
一
〇
月
二
一
日
こ
ろ
か
ら
平
成
九
年
九
月
七
日
ま

で
の
間
、
断
続
的
に
、
本
件
道
路
の
交
通
を
妨
害
し
、



あ
る
い
は
、
今
に
も
本
件
道
路
の
交
通
を
妨
害
す
る

か
の
よ
う
な
態
度
を
示
し
た
。
被
上
告
入
ら
は
、
今

後
も
、
本
件
道
路
の
交
通
を
妨
害
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
。

3

被
上
告
入
ら
は
、
国
が
本
件
各
土
地
の
所
有
権
を
取

得
し
て
適
法
に
本
件
道
路
の
供
用
を
開
始
し
た
こ
と

や
、
上
告
人
が
本
件
道
路
敷
に
つ
い
て
占
有
権
を
有
す

る
こ
と
を
否
認
す
る
な
ど
し
て
争
っ
て
い
る
。

4

原
審
は
、
次
の
と
お
り
判
断
し
て
、
上
告
人
の
請
求

を
棄
却
し
た
。

道
路
管
理
権
は
、
道
路
管
理
者
に
対
し
て
、
民
法
そ

の
他
の
私
法
上
の
権
限
と
は
全
く
無
関
係
に
、
道
路
法

に
よ
っ
て
独
自
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内

容
及
び
範
囲
は
、
同
法
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
限
定
さ
れ

る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
道
路
管
理
権
は
、
あ

く
ま
で
道
路
を
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
た
め
に
行
使

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
、

当
然
に
、
民
法
百
八
十
条
に
い
う

｢自
己
の
た
め
に
す

る
意
思
を
も
っ
て
物
を
所
持
す
る
こ
と
｣
に
当
た
る
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
道
路
管
理
者
が
、
自
己
の
管
理
す

る
道
路
の
敷
地
に
つ
い
て
占
有
権
を
有
す
る
と
主
張
す

る
場
合
に
は
、
単
に
道
路
管
理
権
を
行
使
し
て
当
該
道

路
を
現
に
管
理
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
、
立
証
す
る
だ

け
で
は
足
り
ず
、
道
路
管
理
権
と
は
別
個
に
、
占
有
権

法
上
の
道
路
管
理
権
を
有
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら

k

の
取
得
原
因
事
実
を
主
張
、
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
本
件
道
路
敷
に
つ
い
て
占
有
権
を
有

す
る
根
拠
と
し
て
、
道
路
管
理
者
と
し
て
本
件
道
路
に

つ
い
て
道
路
管
理
権
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
の
み
を
主

張
す
る
上
告
人
の
主
張
は
、
そ
れ
自
体
失
当
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
余
の
点
に
つ
い
て
判

断
す
る
ま
で
も
な
く
、上
告
人
の
請
求
は
理
由
が
な
い
。

5

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記
判
断
は
是
認
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
占
有
権
の
取
得
原
因
事
実
は
、
自
己
の
た
め
に
す

る
意
思
を
も
っ
て
物
を
所
持
す
る
こ
と
で
あ
る
と
こ

ろ

(民
法
百
八
十
条
)、
こ
こ
で
い
う
所
持
と
は
、

社
会
通
念
上
、
そ
の
物
が
そ
の
人
の
事
実
的
支
配
に

属
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
客
観
的
関
係
に
あ
る
こ
と

を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る

(大
審
院
昭
和

一
五
年

(オ
)
第
一
号
同
年

一
〇
月
二
四
日
判
決
･
法
律
新

聞
4
6
3
7
号
一
〇
頁
参
照
)。

そ
う
す
る
と
、
地
方
公
共
団
体
が
、
道
路
を
一
般

交
通
の
用
に
供
す
る
た
め
に
管
理
し
て
お
り
、
そ
の

管
理
の
内
容
、
態
様
に
よ
れ
ば
、
社
会
通
念
上
、
当

該
道
路
が
当
該
地
方
公
共
団
体
の
事
実
的
支
配
に
属

す
る
も
の
と
い
う
べ
き
客
観
的
関
係
に
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
は
、
道
路

ず
、
自
己
の
た
め
に
す
る
意
思
を
も
っ
て
当
該
道
路

を
所
持
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
当

該
道
路
を
構
成
す
る
敷
地
に
つ
い
て
占
有
権
を
有
す

る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

②
こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
上
告
人
が
、
本

件
道
路
を
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
た
め
に
、
そ
の

主
張
す
る
と
お
り
の
内
容
、
態
様
で
本
件
道
路
を
管

理
し
て
い
る
事
実
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
上
告

人
は
、
本
件
道
路
敷
に
つ
い
て
占
有
権
を
有
す
る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
上
告
人
の
本
件
道
路
敷
に
つ
い
て

の
占
有
権
の
取
得
原
因
事
実
の
主
張
は
そ
れ
自
体
失

当
で
あ
る
と
し
て
、
上
告
人
の
主
張
す
る
事
実
関
係

に
つ
い
て
何
ら
審
理
す
る
こ
と
な
く
、
上
告
人
の
請

求
を
棄
却
し
た
原
審
の
判
断
に
は
、
判
決
の
結
論
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ

る
。
論
旨
は
、
以
上
と
同
旨
を
い
う
も
の
と
し
て
、

理
由
が
あ
る
。

6

以
上
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
原
判
決
を
破
棄
し
、

更
に
審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た
め
、
本
件
を
原
審
に
差
し

戻
す
こ
と
と
す
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
で
、
主
文
の
と

お
り
判
決
す
る
。



へ参
考
条
文
〉

○
民
法

(明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
)

(占
有
権
の
取
得
)

第
百
八
十
条

占
有
権
は
、
自
己
の
た
め
に
す
る
意
思

を
も
っ
て
物
を
所
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
得
す
る
。

(占
有
保
全
の
訴
え
)

第
百
九
十
九
条

占
有
者
が
そ
の
占
有
を
妨
害
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
占
有
保
全
の
訴
え
に
よ
り
、
そ

の
妨
害
の
予
防
又
は
損
害
賠
償
の
担
保
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

○
道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)

(道
路
に
関
す
る
禁
止
行
為
)

第
四
十
三
条

何
人
も
道
路
に
関
し
、
左
に
掲
げ
る
行
為

を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

み
だ
り
に
道
路
を
損
傷
し
、又
は
汚
損
す
る
こ
と
。

二

み
だ
り
に
道
路
に
土
石
、
竹
木
等
の
物
件
を
た
い

積
し
、
そ
の
他
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及

ぼ
す
虞
の
あ
る
行
為
を
す
る
こ
と
。

(道
路
管
理
者
等
の
監
督
処
分
)

第
七
十
一
条

道
路
管
理
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律

に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
っ
て
与
え
た
許
可
若
し
く

は
承
認
を
取
り
消
し
、
そ
の
効
力
を
停
止
し
、
若
し
く

は
そ
の
条
件
を
変
更
し
、
又
は
行
為
若
し
く
は
工
事
の

中
止
、
道
路

(連
結
許
可
等
に
係
る
自
動
車
専
用
道
路

と
連
結
す
る
施
設
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。)
に
存
す
る
工
作
物
そ
の
他
の
物
件
の
改
築
、
移

転
、
除
却
若
し
く
は
当
該
工
作
物
そ
の
他
の
物
件
に
よ

り
生
ず
べ
き
損
害
を
予
防
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
を

す
る
こ
と
若
し
く
は
道
路
を
原
状
に
回
復
す
る
こ
と
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

…

こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規

定
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
て
い

る
者

二
･
三

(略
)

2

(以
下
略
)
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